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研究成果の概要（和文）：本研究計画は昭和大学ヒトゲノム・遺伝子解析倫理審査委員会で承認

を得た（申請番号 126 号）。2009 年より冠動脈疾患の治療で入院または通院中の患者より同意

を取得後、血液採取、DNA 抽出し、以下に記す方法で、複製連鎖反応（polymerase chain reaction; 

PCR）を用いて、標的 DNA を増幅し、制限酵素 AluIを用いて処理した後、1塩基置換（Mt5178C/A）

を測定した。 Forward primer 5’ -CTTAGCATACTCCTCAATTACCC-3’、 Reverse primer 5’

-CTGAATTCTTCGATTAATGGCCCA-3’。各症例の、診療情報（治療歴、入院回数、臨床転帰、心リハ

参加の有無、虚血性心疾患の家族歴の有無）、糖尿病、脂質異常症、高血圧、喫煙習慣など危険

因子の有無とその管理状況を、データベースとして保管する作業を現在まで行っている。合計

798人(男 656、女 142)の検体測定が終了した。Mt5178C/Aの頻度は C 436 例(男 355、女 81)、A 

362 例(男 301、女 61)で、性差、年齢差はみられなかった。また、一般人での報告と同様であ

った。男性 55 歳未満、女性 65 歳未満で冠動脈疾患を発症した症例を早発群 105 例、現在 80

歳以上を高齢群 189例、他を通常群 504例に分類して検討したが、Mt5178C/Aの頻度は同等で、

早発群ではむしろ A が多かった。過去の他の報告とは異なり、冠動脈疾患での Mt5178C/Aの頻

度は年齢を問わず、一般人と同様であった。臨床データとの関連については現在解析中である。 

 

研究成果の概要（英文）：This study was approved by the Ethics Committee of the Showa University 
(Application No. 126). Written informed consent was obtained from 798 patients (656 men and 142 
women) before participation. Blood samples were collected from a peripheral vein and then genomic 
DNA was prepared. The Mt5178 C/A polymorphism was detected by polymerase chain reaction (PCR) 
and digestion with AluI restriction enzyme. The sequence of primers was: forward 
5′-CTTAGCATACTCCTCAATTACCC-3′, reverse 5′-GTGAATTCTTCGATAATGGCCCA-3′. 
Clinical background data such ashistuory of treatment, the number of hospitalization, clinical outcome, 
participation of cardiac rehabilitation, family history of coronary heart diseases, diabetes, dyslipidemia, 
hypertension, smoking status, control of risk factors, is collecting. We divided the study subjects into 3 
groups as follows; (1) Juvenile group (onset age <55 years in men and <65 years in women, n=105), (2) 
high age group (the present age≥80  years, n=189), and (3) the others were classified as the common 
group (n=504). The allelic of 5178C was observed in 436 patients (355 men and 81 women) and the 
allelic of 5178A in 362 patients (301 men and 61 women). The allelic frequency of 5178A was 
somewhat higher in the Juvenile group. In contrast to previous studies, the distribution of the allelic 
frequency of 5178A/C is similar to the general Japanese population, and there were no significant 
differences by gender and age. The association between the 5178C/A polymorphism and clinical data is 
investigating.   
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交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

2010年度 900,000 270,000 1,170,000 

2011年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度 0 0 0 

  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：公衆衛生学・健康科学 
キーワード：冠動脈疾患、ミトコンドリア遺伝子多型、生活習慣、心臓リハビリテーション 
 
１．研究開始当初の背景 
心筋梗塞などの生活習慣病にはミトコンド
リア遺伝子多型などの遺伝的因子が影響す
ることが指摘されている。ミトコンドリア
DNA の 5178 番目の塩基がシトシン(C)からア
デニン(A)に置き換わり、電子伝達系の NADH
脱水素酵素の第２サブユニットの 237番目の
アミノ酸がロイシンからメチオニンに置換
された多型（Mt5178C/A）は、百寿者に多く
また他人種に比し日本人に多く、生活習慣の
影響を受けにくく、長寿と関連し、若年心筋
梗塞患者では発現頻度が非常に低い。 
２．研究の目的 
Mt5178C/A と心筋梗塞発症後の臨床経過や生
活習慣是正の効果との関連を調査する。 
３．研究の方法 
心筋梗塞患者で外来通院中の患者と 2009年
以降に心筋梗塞で治療した患者から、本研究
の同意取得後、DNA を抽出し、Mt5178C/Aの
測定を行う。 
４．研究成果 
合計 798人の検体測定が終了した。Mt5178C/A
の頻度は C 436 例、A 362 例で、性差、年齢
差はみられなかった。また、一般人での報告
と同様であった。男性 55歳未満、女性 65 歳
未満で冠動脈疾患を発症した症例を早発群
105例、現在 80歳以上を高齢群 189 例、他を
通常群 504 例に分類して検討したが、
Mt5178C/A の頻度は同等で、早発群ではむし
ろ Aが多かった。過去の他の報告とは異なり、
冠動脈疾患での Mt5178C/Aの頻度は年齢を問
わず、一般人と同様であった。 
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